
Japanese	  HCI	  Symposium:	   	  
Emerging	  Japanese	  HCI	  Research	  Collection	  

Call	  for	  Participation（⽇日本語参考訳）  

参考訳となります。原⽂文と参考訳の記述に齟齬がある場合は原⽂文の記述が優先されます。	  

このシンポジウムは HCI に関するさまざまなトピックを扱った最新の研究についての

発表と意⾒見見交換を⾏行行う場です。このシンポジウムは、⽇日本発、または⽇日本の⽂文化や社会

と深い関係のある研究を集め、⽇日本ならではの問題観や解決法を、国際会議という場で

より広い聴衆に向けて共有することを⽬目指しています。また、このシンポジウムは、若若

⼿手研究者同⼠士の交流流を促進することも⽬目的としています。とくに、博⼠士号を取得したば

かりの⼈人、博⼠士課程を履履修中の⼈人、また HCI に興味の強い学⽣生（学部⽣生も！）の投稿

を歓迎します。  

募集テーマ  

このシンポジウムは、HCI に関するあらゆる研究を募集しますが、特に⽇日本発あるいは

⽇日本の⽂文化や社会と関連がある研究を歓迎します。テーマの例例は以下のとおりです。  

! 新しいインタラクティブシステムやインタラクション技術に関する研究  

! 新しいハードウェア・ソフトウェア技術に関する研究  

! HCI に関連して、⼈人間特性の理理解に関する研究  

! コンピュータに関係した、⼈人間の振る舞いに関する理理論論研究  

! ⽇日本の抱える様々な問題（⾼高齢化など）に関係したシステムやサービス研究  

! 創造性や創造的活動をサポートする⼊入出⼒力力システムに関する研究  

発表いただく研究は現在進⾏行行形の途中のものでも構いませんし（より良良いものにするた

めに議論論しましょう）、論論⽂文誌やその他の会議で発表済みのものでも構いません（その

ことを投稿に記載してください）。倫倫理理的に問題があるものでなければ、ちょっとヘン

な研究も歓迎します。  

このシンポジウムは、若若⼿手研究者の交流流を促進することを⽬目的の 1 つにしているため、

若若⼿手の⽅方の発表を優先しますが、（ココロが若若い）どなたからの投稿も受け付けます。  



スケジュール  

投稿〆切切:	  2016年年 1⽉月 15 ⽇日  

採否通知:	  2016年年 2⽉月 8 ⽇日	  

カメラレディ〆切切:	  未定	   	  

投稿⽅方法  

従来の ACM  Extended  Abstract  Format による原稿投稿のほかに、ウェブサイトやシ

ステム、ビデオなどのインタラクティブなメディアによる投稿を受け付けます。どのメ

ディアによる投稿の場合も以下を含めてください。  

! Future  Impact という項⽬目を設け、本研究およびその⽅方向性が今後⻑⾧長期的に（例例えば、10

年年後）与えうる影響について記述してください。（訳注:  端的に⾔言えば、WISS の「未来ビ

ジョン」セクションです。）  

! 参考⽂文献として関連研究や特許あるいは製品などを参照する項⽬目を設けてください。  

! 著者らの簡単な⾃自⼰己紹介を記載してください。  

ACM	  Extended	  Abstract	  Formatによる投稿	  

従来形式の原稿を投稿する場合は ACM	   Extended	   Abstractフォーマットにて原稿を作成

してください。原稿の⻑⾧長さは参考⽂文献等も含めて 2ページから 10 ページとします。	  

ウェブサイトやシステムによる投稿  
ファイルサイズなどの制限はありません。ウェブサイトやシステム、ビデオはWindows

や Mac  OS  X などの⼀一般に普及しているシステムで動作する必要があります。先述し

たように、投稿には必須の項⽬目を含めてください。また、従来の原稿と同様に、イント

ロダクションや関連研究、提案⼿手法などを含めてください。	  

ビデオなどの補助資料料  
従来形式の投稿にはビデオなどによる補助資料料を同時に投稿することを強く推奨しま

す。	   	  

CHI	  Symposium	  Challenge	  

“CHI	  Symposium	  Challenge”  というカテゴリでの投稿を選ぶことができます。シンポジ

ウムチャレンジは、実装したシステムをプレゼンテーションするだけでなく、シンポジ

ウムで参加者に実際に活⽤用してもらうというものです。（WISS チャレンジの国際会議

版と考えてください。）  



採録と発表  

すべての投稿は、新規性・有⽤用性・妥当性の 3項⽬目から評価され、採否が決定されます。

採択された著者は全員、会場でデモ付きのポスタープレゼンテーションを⾏行行います。ま

た、そのうち⼀一部の著者は⼝口頭発表を⾏行行います。⼝口頭発表は 15 分から 20 分程度度を想

定していますが、持ち時間は変更更の可能性があります。⼝口頭発表者は、研究内容や研究

テーマの偏りなど多⾓角的な基準で選ばれます。ポスタープレゼンテーション時のデモは

簡素なもので結構です。例例えば、携帯端末やタブレット端末でデモ動画を再⽣生するだけ

でもよいでしょう。なお、会場の都合で、残念念ながら広い場所や特別な機材を必要とす

るデモは受付できません。⼤大きな⾳音を出すなど、同じ時間帯に併催されているシンポジ

ウム、ワークショップに影響を与えかねないデモは避けるようにしてください。本シン

ポジウムでデモをお願いしているのは、他の参加者との活発な議論論を誘発するためです

ので、ご理理解ください。  

詳しい情報についてはウェブサイト	   (http://hci.tokyo/chi2016/)	   を参照してください。  

レジストレーション  

発表者は少なくとも CHI2016 本会議の one   day レジストレーションとワークショッ

プのレジストレーションを⾏行行う必要があります。詳しくは CHI2016 のウェブページを

参照してください。	  


